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                                               平成 18 年 3 月 23 日 

 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 中 村 久 三

(コード番号：６７２８ 東証一部)

問 合 せ 先 常務取締役経営企画室長 常 見 佳 弘

(TEL. 0467-89-2033 大代表)

 

当社の研究所移転及び連結子会社の事業所新設、増設について 

 

当社は、研究所の移転及び当社の連結子会社であるアルバックマテリアル株式会社(千葉県山武郡山武

町横田 516 社長 井街 元)の事業所新設、東北事業所増設について決議いたしましたので、下記の通り

お知らせいたします。 

 

記 

1. 研究所移転及び事業所新設、増設の理由 

当社の千葉超材料研究所は、主にフラットパネルディスプレイ関連技術や最先端の薄膜形成プロセス

の開発を行っております。既存（千葉県山武郡）の建物は、建設後30年以上経過し老朽化が激しいため、

千葉県富里臨空工業団地に新たに研究所を建設し移転いたします。 

また、アルバックマテリアル㈱は、液晶ディスプレイをはじめとするフラットパネルディスプレイ用のスパッ

タリングターゲット（注）を主力として事業を展開しております。フラットパネルディスプレイ業界では、設備投

資が活発に行われており、ターゲットサイズの大型化が急速に進んでおります。今後見込まれる需要増、

大型化に対応するため、千葉富里事業所の新設及び既存の東北事業所の生産ラインを増設いたします。 
 

（注）スパッタリングターゲット：フラットパネルディスプレイ及び半導体製造装置などに使用される成膜材料  

 

2. 研究所及び事業所の概要（予定） 

（1）研究所（当社）及び新事業所（アルバックマテリアル㈱）（富里臨空工業団地） 
所 在 地 ： 千葉県富里市美沢 

敷 地 面 積 ： 約43,000㎡（富里臨空工業団地） 

延 床 面 積 ： 約10,000㎡（千葉超材料研究所） 

 ： 約18,000㎡（アルバックマテリアル㈱ 千葉富里事業所） 

工 期 予 定 ： 平成19年1月～8月（千葉超材料研究所） 

 ： 平成18年6月～12月（アルバックマテリアル㈱ 千葉富里事業所） 

設備投資額 ： 約37億円（千葉超材料研究所、富里臨空工業団地 土地取得費用を含む） 

 ： 約35億円（アルバックマテリアル㈱ 千葉富里事業所） 
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 （2） 東北事業所の増設（アルバックマテリアル㈱） 

所 在 地 ： 青森県八戸市インター工業団地六丁目1番16号  

延 床 面 積 ： 約3,200㎡ 

工 期 予 定 ： 平成18年5月～10月 

設備投資額 ： 約8億円 

 

3. アルバックマテリアル㈱の概要 

商 号 ： アルバックマテリアル株式会社 

代 表 者 ： 代表取締役社長 井街 元 

本社所在地 ： 千葉県山武郡山武町横田516 

主な事業内容 ： スパッタリングターゲットなどの製造・販売 

決 算 期 ： 3月 

資 本 金 ： 1,078百万円 

持 分 比 率 ： 当社 81.9％他 

設 立 ： 昭和 41 年 4 月 

従 業 員 数 ： 271 名（平成 18 年 2 月末）  

事 業 規 模 

 

： 約 144 億円（平成 17 年 3 月期） 

： 約 260 億円（平成 19 年 3 月期見通し） 

 

4. 完成予想図 

富里臨空工業団地 

 

アルバックマテリアル㈱に関するお問い合わせ先 

    アルバックマテリアル㈱ 取締役 財務総務本部長 堀越 誠司 

    住所 東京都中央区八重洲 2-3-1 

    電話/FAX 03-5218-6022 /03-5218-6027 

以 上 

千千葉葉超超材材料料研研究究所所  

アアルルババッッククママテテリリアアルル㈱㈱千千葉葉富富里里事事業業所所  


